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□
継
続
費
の
精
算
報
告
に
つ
い
て

内
容　

芳
賀
東
小
学
校
増
改
築

工
事
に
係
る
平
成
24
年
度
、
平
成

25
年
度
一
般
会
計
継
続
費
に
つ
い

て
、
継
続
年
度
が
終
了
し
精
算
し

ま
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
施
行

令
第
145
条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り

報
告
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
な
し
）

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業
公

社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提

出
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会
社

の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出

に
つ
い
て

内
容  

両
案
件
は
、
地
方
自
治
法

第
243
条
の
３
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
、
両
法
人
の
経
営
状
況
を
説
明

す
る
た
め
、
同
法
施
行
令
第
173
条

第
１
項
に
規
定
す
る
平
成
25
年
度

の
事
業
実
績
及
び
決
算
を
報
告
す

る
も
の
で
す
。

質
疑
　
小
林　

一
男
議
員

　
　
　

 

水
沼　

孝
夫
議
員

　
　
　

 

小
林　

俊
夫
議
員

　
　
　

 

石
川　
　

保
議
員

　
□
芳
賀
町
一
般
会
計
補
正
予
算

内
容  

総
額
に
1
億
５
，３
６
８
万

円
を
追
加
し
、予
算
総
額
を
79
億
９
，

２
１
６
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、国
庫
支
出
金
１
，

８
０
２
万
7
千
円
は
番
号
制
度
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
改
修
補
助
金
519
万
６
千

円
、保
育
緊
急
確
保
事
業
費
１
，

１
４
７
万
２
千
円
な
ど
で
す
。

　

県
支
出
金
128
万
１
千
円
は
、
地

域
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
費
補

助
金
64
万
８
千
円
、
保
育
緊
急
確

保
事
業
費
補
助
金
617
万
２
千
円
、

県
単
農
業
農
村
整
備
事
業
費
840
万

円
な
ど
が
増
と
な
り
、
当
初
予
算

に
計
上
し
て
い
た
安
心
こ
ど
も
基

金
県
補
助
金
１
，５
２
６
万
１
千
円

が
減
と
な
る
も
の
で
す
。

　

繰
入
金
１
億
６
，２
１
５
万
８
千

円
は
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金

１
億
５
，４
３
９
万
３
千
円
及
び
介
護

保
険
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

　

繰
越
金
２
億
７
，１
３
８
万
２
千

円
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。

　

町
債
は
、３
億
円
の
減
で
す
。こ
れ

は
、平
成
26
年
度
に
芳
賀
町
が
普
通

交
付
税
不
交
付
団
体
と
な
り
、
臨

時
財
政
対
策
債
の
借
り
入
れ
が
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。

〈 

補 

正 

予 

算 

〉

〈 

報
　
　  

告 

〉
□
平
成
25
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

内
容  

普
通
会
計
の
実
質
赤
字
比
率

と
、
す
べ
て
の
会
計
を
含
む
連
結
実

質
赤
字
比
率
は
共
に
赤
字
を
生
じ
て

い
な
い
た
め
、
当
該
数
値
に
つ
い
て

は
該
当
無
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
も

将
来
的
に
見
込
ま
れ
る
負
担
額
よ
り

そ
の
負
担
に
充
当
で
き
る
財
源
の
方

が
多
い
た
め
当
該
数
値
に
つ
い
て
該

当
無
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
資
金
不

足
比
率
に
つ
い
て
も
、
対
象
と
な
る

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
、
資
金

不
足
を
生
じ
て
い
な
い
た
め
当
該
数

値
に
つ
い
て
は
、
該
当
無
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（
質
疑
な
し
）

□
芳
賀
町
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

内
容  

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な

帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自

立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
法
律
の
題
名
が
変
更
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
法
律
名
称
を
変
更

す
る
た
め
改
正
す
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

9月定例会の概要
平成２６年第５回町議会定例会は、９月２日から１７日までの１６日間の会期で開かれました。
期　日 会　議　名 内　　　　　　　容
９月２日 本会議 全議案提案理由の説明、決算審査報告、同意案件採決
９月４日 本会議 一般質問
９月５日 本会議 報告案件の質疑、決算認定を除く案件の質疑・討論・採決
９月８日 本会議、常任委員会 決算認定質疑・常任委員会付託、教育民生常任委員会書類審査
９月９日 常任委員会 教育民生常任委員会書類審査
９月10日 常任委員会 総務常任委員会書類審査
９月11日 常任委員会 産業建設常任委員会書類審査
９月12日 常任委員会 各常任委員会現地調査
９月17日 本会議 常任委員長決算認定審査結果報告・委員長に対する質疑、討論、採決

条例改正・一般会計補正予算など 11 議案を可決

〈 

条 

例 

改 
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〉
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主
な
歳
出
、
総
務
費
６
，
８
２
５

万
４
千
円
は
、
駐
車
場
用
地
取
得
費

用
651
万
円
、
公
用
車
車
庫
の
建
設

費
用
294
万
円
、
次
期
振
興
計
画
と

な
る
総
合
計
画
策
定
業
務
委
託
料

699
万
２
千
円
、
少
子
化
対
策
検
討
事

業
委
託
費
309
万
２
千
円
、
芳
賀
町

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
看
板
な
ど
付

属
物
工
事
費
267
万
２
千
円
、
番
号

制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
総
合
福

祉
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
費
615
万
１
千

円
、
町
民
税
法
人
分
の
還
付
金
３
，

５
８
９
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

　

民
生
費
128
万
９
千
円
は
、
臨
時
福

祉
給
付
金
給
付
事
務
に
係
る
臨
時
職

員
の
賃
金
55
万
２
千
円
、
冒
険
あ
そ

び
場
事
業
実
施
に
係
る
地
域
子
育
て

セ
ン
タ
ー
・
障
害
児
サ
ポ
ー
ト
委
託

金
64
万
３
千
円
な
ど
で
す
。

　

衛
生
費
１
，
０
１
８
万
５
千
円

は
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
運
動
教
室
の
事
業

費
が
、
国
民
健
康
保
険
疾
病
予
防

事
業
の
補
助
対
象
と
な
る
た
め
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
分
を
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
に
組
み
替
え
る
た

め
489
万
６
千
円
の
減
、
赤
羽
有
紀
子

ロ
ー
ド
看
板
設
置
費
用
154
万
４
千
円
、

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
と
水
痘
予
防
接

種
が
定
期
接
種
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
１
，
０
０
４
万
７
千
円
、
は
が
路

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に
か
か
る

費
用
91
万
５
千
円
、
赤
羽
有
紀
子

ロ
ー
ド
制
定
記
念
マ
ラ
ソ
ン
開
催
に

か
か
る
費
用
34
万
７
千
円
な
ど
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
３
，
５
６
６
万
４

千
円
は
、
農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修

費
用
75
万
６
千
円
、
今
年
春
の
麦
被

害
に
対
応
し
た
種
子
購
入
費
補
助
金

１
，
０
９
０
万
８
千
円
、
大
川
地
区 

水
路
改
良
工
事
費
２
，
２
０
０
万
円

な
ど
で
す
。

　

商
工
費
977
万
４
千
円
は
、
内
閣
府

の
地
域
活
性
化
事
業
の
採
択
を
受
け

た
商
店
街
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

130
万
円
、
芳
賀
温
泉
ロ
マ
ン
の
湯
の

第
一
源
泉
ポ
ン
プ
・
井
戸
管
路 

補

修
工
事
755
万
６
千
円
、
道
の
駅
は
が

の
花
卉
売
り
場
改
修
工
事
費
54
万
円

な
ど
で
す
。

　

土
木
費
２
，
５
３
６
万
４
千
円
は
、

道
路
台
帳
補
正
業
務
160
万
円
、
芳
賀

高
根
沢
工
業
団
地
の
渋
滞
緩
和
対
策

の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
地
下
横
断

歩
道
調
査
設
計
業
務
１
，０
８
０
万

円
な
ど
で
す
。

　

教
育
費
99
万
円
は
、
は
が
路
ふ
れ

あ
い
マ
ラ
ソ
ン
の
お
も
て
な
し
活
動

を
実
施
す
る
自
治
会
等
へ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
奨
励
金
30
万
円
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
地
域
公

民
館
の
修
繕
費
補
助
金
69
万
円
で
す
。

　

災
害
復
旧
費
216
万
円
は
、
６
月
30

日
か
ら
７
月
１
日
未
明
の
大
雨
で
被

害
を
受
け
た
町
道
２
路
線
の
復
旧
工

事
費
で
す
。

質
疑
　
大
島　
　

浩
議
員

　
　
　

 

見
目　
　

匡
議
員

　
　
　

 

増
渕
さ
つ
き
議
員

　
　
　

 

岩
村　

治
雄
議
員

　
　
　

 

北
條　
　

勲
議
員

　
　
　

 

水
沼　

孝
夫
議
員

　
　
　

 

石
川　
　

保
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

内
容  

総
額
に
２
，
９
５
３
万
２
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
19
億
８
，

２
５
３
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
国
庫
支
出
金
400
万

円
は
国
民
健
康
保
険
特
別
調
整
交
付

金
で
す
。

　

繰
越
金
２
，
４
２
４
万
７
千
円
は
、

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。

　

諸
収
入
128
万
５
千
円
は
、
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
分
の
運
動
教
室
参

加
者
負
担
金
で
す
。

　

主
な
歳
出
で
は
保
健
事
業
費

601
万
９
千
円
は
ウ
エ
ル
ネ
ス
運
動
教

室
運
営
に
か
か
る
被
保
険
者
分
の
賃

金
・
使
用
料
が
保
健
事
業
の
助
成
対

象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
か

ら
組
み
替
え
る
も
の
で
す
。

　

諸
支
出
金
２
，
３
１
８
万
４
千
円

は
、
平
成
25
年
度
の
額
の
確
定
に
伴

う
国
・
県
へ
の
返
還
金
で
す
。

質
疑
　
増
渕
さ
つ
き
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

内
容  

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
５
，

５
７
１
万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
12
億
７
，
５
７
１
万
７
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
歳
入
は
、
繰
越
金
５
，

５
５
０
万
７
千
円
で
、
前
年
度
か
ら

の
繰
越
金
で
す
。

　

主
な
歳
出
は
基
金
積
立
金
２
，

５
２
９
万
３
千
円
は
、
今
後
の
給
付

費
の
増
加
に
備
え
て
基
金
に
積
み
立

て
す
る
も
の
で
す
。

　

諸
支
出
金
３
，
０
２
１
万
４
千
円

は
、
平
成
25
年
度
の
額
の
確
定
に
伴

う
国
・
県
等
へ
の
返
還
金
及
び
一
般

会
計
へ
の
操
出
金
で
す
。

質
疑
　
小
林　

一
男
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

内
容  

平
成
26
年
10
月
31
日
付
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
斎
藤
俊
夫

氏
の
後
任
に
、
大
字
上
延
生
855
番
地

４
の
関
本
一
雄
氏
を
最
適
任
者
と
し

て
選
任
し
た
い
の
で
、
地
方
税
法
第

423
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（
質
疑
討
論
省
略
、
原
案
可
決
）

□
芳
賀
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

内
容  

平
成
26
年
９
月
30
日
付
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
中
村
信

行
氏
の
後
任
に
、
大
字
下
高
根
沢

２
０
３
８
番
地
の
沼
能
寿
之
氏
を
最

適
任
者
と
し
て
選
任
し
た
い
の
で
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に

関
す
る
法
律
第
４
条
第
1
項
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

（
質
疑
討
論
省
略
、
原
案
可
決
）

〈 

同  

意  

案 

〉


